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Re'sLLllle'

^ condcnsntionofchloml̀lVithLluorol)enzcntc

inthepresenceofsulrurie-acid produced 1,ll

his-U,･fluorophenyl)-2,2,2-trichloroethane(♪,?'-
1)Fl)T),mp.44.5･450,asmain product.The

structureofthis.compoundwasidentifiedby

dchydrochlor王nationinctlmnOlicpohssiumhy-

(lrtlXides(llution to 1,1-I)is-(♪イluor｡phenyl)･

'2.2-rHChlorocthylcnc, mr). 4-2-42.50,.1n(1the

lolloIVirlg OXidation in chromium trioxide

soltlt)'on to P,♪'-diLluorobenzophenone, mp･

106･106.50.

Astheresult｡fbiologicalassayusingt∫le

settling mistapt)aratus,itisconcludedthat

the･knockdolVn effect of P,I)′-I)FDT tOn

adultsofthecom甲Onhousefly,Muscado",esllca
vicinaMacq.,is1.34-1.49timesaseffective

asz･,p'lljDT in therangeofConcentration

from0..･I)to4.0%.

ExaminationtIhoutConcentratJ'otl,AdhcBion三mdPenLt■ratioTtOfFumjgatetlLinthnc

Aerosol(Smoke)anditsEffecttoTnSCCtSinSlorcl18u8C.EffectofLindaneAerosol

toInsectsInjuriousto Stored Cereals.I. Motoilô andShiroI{̂TSUŶ (F'k'【l

AgencyoftheMinistryofAgricultureチnd Forestry,and theShihallighSc11001)
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3. 倉庫 内に放け る Lindane a.erOSOl(煙霧 )の濃度,附潜ま瓦 l診透缶及びその殺虫

効 果に関す る研究 Lindaneaerosolの貯現;JlLIlに対する防徐効Lf! (. OTrr] 兆 ･肪札占朗

(食性庁,芝が 野学校)31.2.4.受FJl
Lindanc.lCrOSOlによる好投等 虫防除の災m化に対す るaEの!)l駒を行って見た｡Lindanc

.lerO501を隅解と虫蹄内で薙生 させて各部位に於けろIF{1班変化,,介川内田1こ対する附群立及 び

沫供内郷の伎人穴等を調査 した招来 10SOm3(5,000〃そ)に対し Lin(hr)C660g を使用すれば

-米俵の外部は勿論のこと内剛 6cm までのコク･′ウを 100,a.'殺すことがEll来ることが明になっ

た｡又 ノンメコクガの幼虫は伐の外にEilて長時間の筏には死ねことも知った｡

虫近 Lindanc が .lCrOSOl状態として金柑_nT'Tiの

召出防除 に班Jr]され るよ うになっ た｡ この場合

Lindanc が微細な和子として創 ‡i円に拡散され るの

で,対象物に附首すると-3t･に,穀粒等が駿に入れ られ

i:iみ重ね られていてもその包装の内部にまで浸入する｡

したがって少丑で しか も大 な る防除効果が期待出来.

凸兆の班FT]方法として興味ある問題である｡しかし合

川円に於ける Lindane粒子の没攻及びその変化や穀
′

物TL;,Jへのt2人等についての詳細な.?,q韮研死は行われて

いない｡.fTEld'符は LindancacrosolのIri'松ri(山に対

す引yJ'除効〃!についての研兜の-E3として,過般来

くん蛸剤 (キルを-ス LPn-)をf卿目し, 謂周の調Zf

研兜を巡め.加 納 L'ind.lnC相子の氾IR及び凸稚内

榊ritLhl(hnCFttのズミJrJqT,灼物Il;rlにf三人した Lindane

N.-7･の1相dl効火につき訓ltf研光を'ljった.Lindaneの

'Ji:爪分析はR!に;汀紬にrJう必要があると思われるが,

今までに狩 られた紙料 こつき悦171な報告 を こ ゝろみ

る｡

Ⅰ.11川内 Lindaneaerosolの濃度変化

くん吐剤の効率及び実用くん煙所要時間等を知る口

約で創 i内の Lindancaerosol.の粒度 (岬位休校当

F)の浮沸 Lindane虫をいう)やW':i:した｡

本実験で虚 もヨ…要な問題はくん煙後の Lilldanc粒

子の沈降及び流亡による氾兜変化の現象である｡この

ような問題を明か にす るた め馳 如ITJ定は, くん煙後

30分,1時間,2時間及び3柑 )'Jの4回行ったO記に

凸川内のW'分的盗用をクnる口的で,30分技の詔.句点では

(川【の入口2ヶ所,小火河;1ケl-nr,計3ヶ所,他の3

TlIlは小火邦1ヶ所について行った｡

1.LindancTLCrOSOlの氾皮mrJ)i:紘 :

空苅小に狩群している Lindanc 粒子を alcohol

に捕熊LPolarograph法によって定ilq分析を行ったo

qlち Impinger(柴田化学機城 KK拳法)の円筒形硝

子瓶に 75プo/ethanolを満たし,その中を通過 した被

検空気を瓶底に衝突させて,空気刊 こ浮辞 して い る

Lindane を捕袋した｡吸引速度の湘盛には予め gas
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metcrで Calibrateした気体流良計を Impingerと

吸引ポンプの鹿に直結し,Lindane 空中没皮の大小

に応じて,伝分 20-25L の吸引速度で,2-15分吸 ′

引した｡

このようにして Lindaneの捕先さされたalcohol-

iiIIJTiにが加悶解質として NaCl,極大抑制剤 として

T.lhlcl. Surfaceareaufstorehouseand

pikSOfgrainbags.

Division Is霊 ㌘el total

Note

1.Surfaceareaofpiledgrainbagssl】OlVS
round numbers.In thepilesofgrain
bags,there is64 0fcolumnarempty
(about30cm x30cmx339cm)and its
sidesurfaceareaisabout260m2.

2.Capacity of占torchuscisallOutlOSOmq
andvolumeofpiledgrainhagsisabout
556.2m3.

節 21 番-､Ⅰ .

gelatineを加えて調此した S6rcnsen頓的淡 (PJl

-10.0)を加え, 磁解紋の alcohol淡皮を 50% に

な し常法によって泣虫 した｡本実験にはL7I沖自記

PolarogTaPh張Lla RP-1型を班用した｡

2･nrl 定 嘩 果

本実験は満印倉雌と空排倉唾について行なった｡仙

川点描は鉄筋コンク')-ト迫の梢造,大きさが全くfLlj

じの桃つゞさであり,その概要は TatJlelの如くで

ある｡村られた結果及びこれとくん蛭 LindaIIC_JJtと

の比(以下対計界損度比という)はTablC2の如くで

ある｡読紺 は 空相こ比べると,各測定時刻とも対計の:

渋皮比は小である ｡Lindane鯉化時の抗失,州外へ

の流 LH,味堕 及び天井等への L'indane枇子の附邪

が,稲畑と空位とがは 同ゞじであると仮光すると,TITd

Lĵ恥 こおける対計井出皮比の差は,積み付けられてい

る俵への Lindane粒子の附宕及び俵円授人によって

生じたものであると考えられる｡くん髄30分後の吸所

別氾FiEは,消印は測定場所によりかなりの丑がみられ

るが,空印では測定場所別の差は少ない｡これは出川

は,畔円浮渉 Lindane粒子の細動拡散が速やかに行

われるため,短時間で Lindane氾皮が均一になるこ

とを示めしている｡

J.愈川内 LindaneacrosolのQtat'粗相前iJiと
その経時変化及び殺虫効果

愈似内で LindarJeを aerosol状態として桃川し

た場合の附宕虫の創 li内の部分的差異及び矧LU的総出

に伴う虫的変化を知る目的で合印円各部に桜紙を配出

し,Lindane粒子を附宕せしめ定員分析を行った｡

他方 Ⅰ,indanc附宕磁紙の殺虫効果を知る目的で,

この泌紙の殺山試験を行った｡附宕定良川の桜紙は

径 11cm の卿 羊帽紙 No.6.である.

Tahlc2. AIeこIsuremCntOfLindane-sTmokcconcentrationinthestorehousL･.

1/ullstorchousc
SL一mpling
pos呈lion

Smokecone.
(mg/0.0278m3)

1ミatiotofumlg;ttCd
Lin(一aneamount

F_mptystorchousc

苧fP_O,聖cnnc.oDne_･_1､門 .tiino｡TncLTammiogJnt冒d
(mg/0,0278m3)

30ntim side 1写.2 71.87 3.2 81).94

- 〟 0 U.5 55.96 - -
'ク center tJ.8 57.73 3.3 85.54

ク // - - 3.4 p68.12 -

.lhr. JV . 5.1 - 30.04 ー 1.8 46.Gti

2ク JV - - 0.附 24.3(i

Note 1.liatiotofumigated Lindancamountshowssmokecone./theorctic･alcone.I(loo

2.Lindaneamountfumigatedis6GOainfullstorehouseand15Oginemptystorehouse.
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1.氾紙附苅 1.indaneの放mli:m法 :

Lindanc200Y-0.5yの場合

ii:mfは紙托巾の北松拭映97に C(her TJ拙走附苅

Li'nd.lne穴の多少に応 じ 10-20ccを加え投書.喧し,

Lindaneを完全に溶出させたのち cther将 校の一

光Rをとり.etheTを注意して河去L Schechtera

Hornstcin法17で定見分析,を行った｡本法はLindanc

を特殊の矧だで亜鉛 と氷酢酸を用いて脱輪累し生成し

た hcnzeneを iFl等硫取と発煙硝酸等丑混和披 (混酸)

巾に村人する｡ 次に m-dinitrobenzeneを化成せし

める｡これを抽Li]後 methylethylketoneに浴解し,

73位加盟で地アルカr)性 にす ると,赤紫也に発也す

る｡この発色担F_掟により比也碇nする方法である｡木

弦のTEn訳述は大[布分 nitro化 反応 の再現性不良に

因 る ものである｡1即 ち nitro化反応 生成物はm-

dinitrobenzene 及 びその只 性 体と nitrobenzcnc

の氾合物と推定されるが,これ ら反応生成物の比が一

誌にならぬ｡

既知淑姥の Lindanecther溶牧の一定Lt(Lin-

dane20.Oy)を悶紙に湿 し,然る後 etherを諮発さ

せ宙ちに上記方法によって＼Lindaneを定虫した結果

は次の如くである｡

分析_n (㍗)20.3,18.4,18.8,21.0,ユ9.3,21.0,

17.7,19.5 怒怖偏差-1.1

t検定によって仮説 Ilo:FL-20.0を検定すると,

有意水琴P,1,oiで Ho:LL-20.0を持てられない｡

節 21 怨-I

即ち分析の偏 りはないが,再現性が想.(分析誤差は

土10,%'程姥を許容 しなければならぬことが判る｡

IJndane200y以上の勘合■

拭鹸皆内定塁精細の推定 Lindane附署員の多少に

応じ試験管内に 10-30ccの 99% ethanolを加え

岱か に加温,振塗して,-Lindane を溶出させこの

alcohol桁紋の一定虫をとり常法によりPolarograph

法によって定fLlした｡検宛緑は Lindaneの既知濃度

桁枚を川いて作成した0

2.実 験 結 凝

掛lモLBl･li内積紙附邪 Lindane最とその経時変化

木実験は前脚71会川で行い,狩 られた結果は Table3

の如 くである｡確固の実験に於ては,合印内の各部分

にわける Lindancの附耶占皇ならびにその残存状態の

大作の幌向を知ることを目的として試料の配田をした

ので,川内の同一胡fTrで同一条件の下で数個の試料を

実測 しなかったため,耶密な?,･矧 ま出来ない｡しかし

大体 において空川な らびに洞印の各部位に附邪する

Lindanenの研発, その時問的経過によるこの季節

の減少状況等は一応知ることが出来た｡即ちくん煙後

の缶川内各部位に附宕する Lindane左は 概ね天井下

面を1とすると,床上上田は10である｡仰壁は天井下

市よりやゝ多く附宕 している｡又壁垂直面の附宕矧 ま

床に近い程その附宕塁が増加している｡

沼紙附邪 Lindane左との経時変化は,各沼紙とも時間

の経過ととも!こLindane左との減少をみ てい るが,

Table3. Lindaneamountadheredtofilterpaperanditsdecrease.

Note 1.rht.1Show･Lindaneamountsadheredtofilterpaperofllcm diameter(95cm2)
'3.F.achfjltcrpapershavebeenleftorlStickedpositioninstorehouse:literfumigation.
3.※ notamlysedbySclleCilter良IIornstein′snletI10d.

lJ
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Fig.1. SketchofslickedfilterpapersandLindaneamountadheredtotheirfilterpapers
int∫leemptyStorehouse.

Note 1.FumigatedLindaneamountis150gandcapacityofstorehouseislO80m3.
12.NumberssholVLindaneahount(mg)adheredtofilterpaper(95cm2).

2.41'1.68 軍 ..Sectionl

L>り'> (FJoor)

17.282.47 リ 2.こき:∫.27=>..ll

'1.U3

その分析は試料数の不足のため,現在継続中の実験室

の網室内で行なっている実験がまとまった上で,詳細

に紺告する｡

却･1ul川内耀紙附宕 Lindane良

木火映は空川かTl1iで行い;和られた結果を図示すれ

ば ll'jg.1の如くである｡抹上に多数配置した耀紙の

Lindanc附潜血 は各位斑とも極めて近い伯をしめし

ていることは,くん壇による Lindane粒子の印内で

の拡散が充分に行われていることを示すものである｡I
創 Ii内 Lindane附岩沼紙の殺虫効況

Nl川【創 liの各矧 こくん蛭時の状態でおいたLindane

附宕惜紙を一江期間後に採取 して,これにコクゾウ

Si102hltusDry_-aeL.を接触させ殺虫試験を行なった｡

殺虫試験は Lindane附宕苦慮紙を収容したシャーレに,

羽化後.3日目のコクゾウ各lO匹を眺試し 27oC,関係

湿鑑 75% の恒温船内に入れ 2時間目矧 こ取Z)出し

生死を調査した｡生死の判定は鉛筆の先で軽く動かし,

全々効かないものを死と判r,fした｡殺虫試験の結矧 ま

Taljle4の如くであるo

創 Ii内 Lindane附右脳紙はくん煙後2ケ月を経過

した現在なお4tSu胸 で 100,ob'の殺虫効果を有してい

10

showsupperlevel､surface.

sl101VSVerticalsidesurface.

showsunderlevelsurface.

sllOIVSpositionof
KiZmossll10kecandle.

る｡fiTfli内同一以所の帽紙附宕 Lindaneの'JEj朋占米

と考えあわすと,コクゾウに対する Lin(lancの致死

る｡革ま在引続き湖山.試験を継続中である｡

皿 Lindane相子の穀物屑授人状態と

その殺虫効果

Lindane粒子が穀物 の包装及び穀物層に出入し,

どの程度の殺虫効果をしめすかにつき突放を行った｡

1.実 験 方 法

本実験には両鵬を悶放したボール紙円筒形'#松,Iを班

用した｡この円筒内に米粒を充賎し,所要の托さに径

flcm の張紙を埋没したのち, 円筒上部を空位-BEで

故致した｡この際円Ft7i内報紙の下には 1cm以上の沸

IL･]があるようにし,父円F.7jlの外周は米粒で拙め,この

部分よりの LindancのtiZ人を防ぐようにした｡

なお創 ti実験において,排上部の米tA1位を朋tZlL,

そのth内胴邦及び ｢さんだわら｣部分に径 lJem のztlE

紙･-3臨及び ｢さんだわら｣に夫々接して挿入し,班･古

村び虫括して,的の位相こ税み付け,充分に奨ミ措した

犬際の米位を血出してどの程Iji:の Lindane粒子がu
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Tahlc4. AlorhlityofriecIVCCVilslJytheconk.letll･ithund.lnC;I(lhcrc(ItutcT.
r).lPCrSi一lfull.i;tOrChollSC.

Note

1.No.offilterpapersisthesameinthetable.'!.
2.Eachfilterpapershavebeenleftonsticke【Ir)osili()∩inthestorehouseafterfumigation.
3.FilterpaperoffJcm diameterlVaSused.
4.MortalitywasshoIVnaverageOf3instances(eユChin.qt.lnCellSed10riceweevils.)

.r:J.RicelVeeVilswasllSedinaLqeOf3(hys;tftcrcmerJTCnee.

r･.Amountoffumig.ltedLino.lneWas660gtolOSOm3(C.lPaCityofstorehollSe)

入するか,叉その殺虫効只の相似こつき実験を行った｡

LJ.実 験 結 果

実験紙架は Tahle5及び Tahle6の如くである｡

これらの結果,を結合すると1080m3(約38,8S8尺3)

Tahle5_Wor上;llityof･riceweevilshytile
contactwithfilterpapersburied in the
flifinitivedepthes ofricegrainphase.

7)epthofburied
Jilterpaper

(cm)

_Wortality

2きgT)S 門,hir)S 門,ho,r)Lq
1 J 53.3 1 1OO

1. Thiste.titlV.lSdoneat28Il一s.after

fumjfl.ltion.
2. Seetable4aboutothers.

TableG.ATortalityofriceweevilsbythe

contactwithfilter･paperinsertedintothe
stralVbagsinpracticalcondition.

Mortality

2号Zr)SI4等;r)sl7芋gir)S

Sideparts

ho(lyparts

contr01 1 0 1 0 I 0

Notc:SccI.lhlc4.

につき r.in°.lne660g の割合で くん蛙した場合,

Lindane枇子は空依-_771で故招きれた米屑を 6cm

まで投入し,かつその駅は充分殺虫効果を有している

ことを知り着けた｡なお ｢さんだわら｣部分に接して田

いた措紙の殺虫効果よt)考え,Lindane粒子の侵入

は垂直方向のみならず,水平方向か らの浸入 もあるもー

のと見倣される｡

苅現と侵入探塔,浸入方向及び投入爪苛については,

11



防 ′虫 科 学 節 21 啓一Ⅰ

Blに枇机小のガラスケ-ス円で行った実験がまとまっ

た上で,詳細に報告する｡

1Y.Lindaneaerosol使用貞雄内害虫に
ついての観賓妄

Lindaneを くん煙した場合, その貞雄内に現存し

ている貯殺告出獄に対し,いかなる碓皆を与えるかを

制式し出田調査の結果と対象検討することとした｡

昭和30畔11月21日田辞市鈴与倉雄で,キルモス LP

m'をか川内容だ110SOm3(約 38,8.88尺3) 当り660g

をくん蛭した吻合の調査は次の申くである.

く/し畑3時間後に少虫の寄生蜂の死虫をみたが,2O

時間後のUEl放時には,くん煙時に全々見 られなかつ7こ

ノシメコクガ PZodial'llLerL)ZLnCtetLaHzl'b.の幼虫

が倉柑円通路上を同母しているのが認められた｡これ

等 Lindane粒子にふれたノシメコクガの幼虫96匹

を採袋し,シャーレに入れ 27oC,関係湿度 75%の

恒温器円に収容し.以後の死亡状況を観察した｡その

結果は Table7の如くである.1

ると,くん雑創 jiでみられた現毅は Lindane粒子の

仏内に浸入した結果によるものとみなしうる｡長期に

わたって脱出した幼虫の認められることは,比較的鋲

の中心部にいた幼虫 もLindaneの刺戟をうけ,抜外

に出て来たものとみられる｡

張紙附若 Lindaneについて行った殺虫試験の結果

も Lindaneの残効性の長期にわたっていることを立

証している｡

要 約

1. 合印内 Lindane氾庇を測定したところ.対計

非役Fit'比は各81促 時刻とも,空榔よf)ll;lriT･liが小であっ

た｡ これは Lindane相子が損まれた仏の表仙 こ附岩F

すること及びLR内に投入するためと.r占われる｡又空川

での測定結只はくん煙後30分で矧こ渋皮の均一が行な

われていた｡

2. くん煙後の貞雄内各部に附宕する Lin(一aneTLLt

は,概ね天井下面を1とすると,拭上上面は10である｡

仙壁は天井下面よりや 多ゝく附宕しており,附邪_liiは

Table7. Progrcssive二mortality ofIndianmealmothlarvaegatheredonthepassageof
fumigatedLullstorehouse.

24hTS I48hrs 72hrs I96hrs 120hrs 1144hrs

Deathlarvae(number) 40 I 3S

Mortality(%) 1 41.7 1 39.1

5 1 2
7.3 1 5.2 1 2.1

Note 1.LarvaegatheredllaVebeenleftintheglassvessel.

なわ籍川内ではくん蛭後2日日よt)記にこの通路上

のノシメコクガの幼虫が多く発見されるようになり,

柑 こli出Jl'J後に潜るしい｡委託調査によると1cm2当

I)10-50匹税政である｡台木下,排上乱 伐の表面

符には発見山来なかった｡.死虫及び死虫率の増加等に

らいては調Zf,を欠くので詳細は不詳であるが,愈挿管

別人にJ:ると,その 20% 以上は死虫であり,残 りの

･Yi放以上は弱っていた｡特にノシメコクガの多く発生

をみた他の創 lはり搬入された米83位附近に多く認め

られた｡その後迫路上の約掃を行ったが,12月28日

(くん旭後37日日)においてもなお迅路上 30cm空に

対し 1-3匹程皮のノシメコクガの幼虫が伺旬してい

るのを見受けたとのことである｡

ノシメコクガは幼虫態で越冬し, 越冬場所は仏外の

任の剖目,床,天井,台木,荷摺木等の木質部である`

このようなノシメコクガの習性より考えて,その幼虫

.が仏外に出ることは考えられる｡しかしノシメコクガ

の多発した他の倉韓でも,今回の Lindaneくん煙角

川l勺の血路上にみられた,ノシメコクガの幼虫が数多

くfmlJしている現象は見 られなかったこと等を考察す
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妹に近い柁脚加している｡脂丸モ附抑 辻の脚 ,'i変化は,

鴫聞の経過とともには少している｡

3. くん地合川内に貼付しておいた桜紙の殺山効火

の経時変化はくん煙約2ケ月後においてなお羽化後3

日日のコクゾウを24時間又は48時間で100%殺虫する

効果をもっていることを示す｡

4.Lくん煙愈伸内で両端を閲放した容器に米粒を光

現し,この上部を空米仏で被配し空米仏を流出し米Ityl

に侵入する Lindaneを所要の深さに配位した氾紙 1二J
に捕縄し殺虫試験を行なったところ空米俵,を迅過し,

記に米屑 6cm 下まで殺虫効果を有する T.in°.lnC_''lt

の浸入が認められた｡又充分に栄枯した米仏内に挿入

した氾紙の殺虫試験でも殺虫効果のある Lindane.11と

の浸入を認めた｡即ち27.83ml当t)15gのLindanc

をくん煙した場合,創 Ii円各所及び米Lfi袈面に,防殺

虫効牢のあ′る･Lindane粒子虫が附前すると兆に,栄

仏を通し米JL'-'3円に浸入した Lindane純子!心こてもyJ一

殺虫効果を発fBする｡

5. くん頒缶lFltをくん地2O時間後に開放したところ

ノシメコクガの幼虫が合印内速路上に著るしく発見さ
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わた｡この幼山Jをシャーレに移し薙1出訴的な行flbl=

とこ7),鶴 ll.'jrI'口で eO,0.'軌 114時lllJで 100,..'の死

出串とTJつた｡これは L)end.lnC相子が米fJ1円に投入

することTJ立31Eするものであって, Lin(hncC)制約

にJ:1)幼dlが米LJ壬外に脱Hル, しか も131･内でうけ

た Lindane和子の効只によって死亡するものである｡
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4･ ポ リク J=JL･チクロヘキセン類の竣化反応につし､て"O 申鳥 稔 ･信田一郎 ･椛爪旧人

(京都大学 毘薬化学研究蚤)31･2.6.受理

Tetra一及び Pentachlorcyclohexen 軸を放く酸化して, Tetrachlorhexandisaure 及び

Lr,a'-Dichlormucons凱lreの他に,文献にない 1.2-0Xido13.4.5.6-tetrachlorcyclohexan

及び 2.3.4.',).61Pentachlorcyclbhexanoト(1) の両物質を得, 更に 3.4.5.61Tetrachlor-

｡ydoheフ【andiol-(1.2)及び21Brom-3.4.5.6-tetrachlorcyclohexanol-(1)をも得T=｡そして

これら新化合物の Konstellation(Engl.COIZ/OrmaLion)_を合成過程にしたがって考恭した｡

Polydilorcyclohexen軌 まPolychlorcyclohexan

斑の一分:J'･脱塩丘酸交応(1,2.3)或はBcnzol,ATono一及び

Dichlorhcnzol類の部分以穿き附加反応:(4･5･6)にJ:ら,

恥 こ叉 1'olyheterohalocyclohexan狂iの部分脱ハロ

ゲン反LL;7･8)にJ:り狩られる｡現在までにこれらの方

u三に,i:つて柑られた Polychlorcyclohexen狂i,及び

それ らの申明らかにされた Konstellationは第 1衣

に示す通 りである｡

これ らの Polychlorcyclohexen琴措敢化して二蛋

組合を開封すれば, 各々相当する描出を有する 2.3.

4.51Tclrachlorhaxandis凱lreが生成し,こa)際 2.

3.4.5位の出芽…朋子 にLgしては,rf-ilじ Konstell

lationの!汀からは同じ Konfigurationの Disaure

が生成するはずである｡〔例,Gruppc1-･T)isaure-∫

～(I)等〕

Kolka等(6)はα-Tetracblorcyclohexen(Gruppe

1)を過マンガン幣加盟酸化してDis凱lre-I(I)(Zers.

2690) を得 た｡ 一方 γ-PerltaChlorcyclohexen

(Gruppe1)を敢化して同一の分解点を有する磯を才tJ

半本排先は武居教授指導の下に行ったものであ1), こ

iに托苗の謝意を表する｡
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たが,この両者は馳点附近に於て分解するため,氾似

試験を行わずに赤タl線吸収スペクトルにJ:つてTIld-tI.が

同一物質であることを明かにした｡

著者等も同.tRに Gruppelの α-Tetrachlorcyclo-

hexen(VII)及びy-Pentachlorcyclohexen(VIII)の過

マンガン敢加盟による懲化を行い,和られた DisZiurc(I)

を各々 I)imethylcster(Schmp.lti7-187.50)とし,

氾融に依り両者が同一物であることを確認した｡放近

W.Treibs等110)は AdipinsAureを直接鮎式化して

2.3.4.5-Tetrachloradipins凱Ire〔Dimethylcster,
Schmp.1860〕を糾ているが,その Konfiguration

に関しては不n)]としている｡然しこのDimtefhylester

の融点が著者等のものと一致していることから考えて.

恐らく同一の Dis凱1re(I)と考えられる｡

著者等は史にGruppe4に屈するpolychlorcycl(I-

hexen塀の一つであるSIPentachlorcyclohcxcn(Ⅹ)の

酸化を試みたが,GruppC4のPolychlorcy'clolicL･cn

は GrllPPelのものに校ペて酸化剤に対して安ri:で

あり,♂-Pental:hlorcyclohexen からは くVH)や

(VIIl)と同様の軟化条件･では, 相当する DjsallrC

(ⅠⅤ)はNられなかった｡そこで 6-Pcnt.lChlorcyclo-

he滋nをクロム取々化に附 しT:処 α,α′-Dichlor-


